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Ⅰ. 研究計画 

 

1. 研究目的および背景 

 
 本研究の目的は、日本の江⼾時代と韓国の朝鮮時代後期を中心に近世の日本と韓国の思
想的・文化的接触の様相を探求することである。日韓関係に関する通俗的な認識は、近現代
の領域では対立と⽀配の政治史、前近代の領域では⺠族主義的な叙事の衝突として特徴づ
けられてきた。しかし、一方で日本と韓国は儒教・仏教・道教など共有された思想資源をも
とに東アジアの文化交流の一軸を形成し、様々な位相の接触を通じて相互に影響を与えて
きた。したがって、日本と韓国間の⻑期的な思想・文化交流史を再構成することは、⽐較研
究はもちろん、各国の思想史・文化史研究においても新たな洞察を得るきっかけとなるであ
ろう。 

 このような問題意識に基づき、本研究は特に 17〜19 世紀の江⼾―朝鮮時代に焦点を当て
る。当時、両国は 16 世紀末に 7 年間の戦争により衝突して以来、社会構造と政治体制にお
いてそれぞれ大規模な変化を遂げた。この時期は明・清の交代により、東アジアの世界秩序
が激動した時期でもあった。こうした状況の中で、1607 年に再開され 1811 年まで続いた
朝鮮通信使の派遣は、両国の政治的・文化的交流の主要な通路となった。通信使は、基本的
には江⼾幕府の将軍即位を祝う使節団であったが、知識人同士の文学・芸術の交流や物質文
化の交換なども促進させた。また、戦争と交流という二つの形態の接触は、双方への関心を
呼び起こし、文化的な相互認識にも一定の影響を与えたことを確認できる。 

したがって、本研究では朝鮮通信使などの経路を通した公式的な政府間交流に限定され
ない多様な領域・多彩な様態の思想・文化的関係の様相に焦点を当てる。これには、通信使
を媒介とした文人および学者の交流と論争・劇文学・物質文化・美術・言語学の領域におけ
る影響と関わり合いなどが含まれる。さらに、直接的な相互交流以外にも、同時期の日本と
韓国の思想・文学・風俗に関する文献を⽐較・検討することも重要な作業になるはずである。
これを通し、両国が共有する文化資源がそれぞれの文脈と条件によって、どのような特徴を
もったのかを明らかにし、意味のある共通点と相違点を発見したい。 

本研究の意義は大きく二つの側面から提示することができる。第一に、政治的対立と葛藤
を超え、日韓関係の多様な位相と⻑期的な様相に対する理解を深めることである。第二に、
両国の接触がもたらした思想的・文化的変動を明らかにし、近世に関する研究分野に新たな
視点を提供することである。さらに韓国学研究においても、日本との関係性および⽐較研究
の有用性を喚起し、研究の視野を広げる機会となることを期待する。 
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2. 研究テーマの詳細 

1) 朝鮮通信使行と思想・文化交流 

① “癸未通信使行の朝鮮庶孼文人と京坂文人の交流とその意味” [鄭敬珍] 

 1763年の癸未通信使の中から「庶孼文人」と大阪の商人であった木村 蒹葭堂を中心とした京
坂文人との交流の様相を検討し、成大中の依頼で制作された絵巻《蒹葭堂雅集圖》の朝鮮伝来の
意味についても考察する。使行という公式的な外交行事の期間中に行われた両国文人の出会い
と筆談・書簡・贈与交換など様々な形態の交遊の有様を確認することで、両国文人の相互認識の
変化と日韓の文人が共有した「文人意識」について明らかにしたい。 
 
 

② “1763年癸未使行での通信使と徂徠学派の論争と自他認識” [ 曉源] 

 18世紀、江⼾時代の文壇に荻⽣徂徠を筆頭とした徂徠学派が登場し、文学と思想は大転換期を
迎えた。徂徠学派の登場とともに朝鮮および通信使に対する認識も変化した。自国の文学と思想
に誇りを感じ、自らを華と認識した徂徠学派の文士たちは、通信使の詩文と朱子学を直接的に批
判することもあった。本発表では、このような文学史・思想史の変化に留意しながら、通信使と
徂徠学派の筆談を通して、東アジアの華夷論の方向性を追跡する。 
 
 

③ “朝鮮後期通信使行録の日本宗教に関する叙述” [韓昇勳]  

朝鮮後期通信使記録の宗教に関する叙述を分析し、江⼾時代の宗教文化に対する朝鮮人の認
識を明らかにする研究である。通信使一行の旅程において、寺刹・神宮などはかなりの割合を占
めており、特に寺刹は通信使の宿舎であり、現地の人々との交流の場としても重要な役割を果た
した。さらに、葬儀や⺠俗信仰についての観察を記録したものもある。本研究では、これらの資
料をもとに、部外者の視点から見た他者の宗教としての江⼾時代における日本宗教の叙述を取
り上げつつ、時期や記録者による認識の違いにも注目したい。 
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2) 演劇・美術・言語・物質文化の領域における日韓交流 

① “近世日本の大衆演劇に描かれた朝鮮人に対するイメージの変化” [片龍雨] 

日本近世の大衆演劇「歌舞伎」と「人形浄瑠璃」に登場する朝鮮人についての描写を分析し、
近世日本人の朝鮮認識を明らかにする研究である。日本近世の文芸作品の中には、朝鮮と中国の
イメージが混在している。近世文芸における朝鮮と中国のイメージの混在は、しばしば「異国風」
とまとめられてきた。また、通信使節の来日時期に、朝鮮についての描写が歌舞伎作品に顕著に
現れることがわかる。本研究では、近世演劇における朝鮮人に対するイメージの変化を作品とそ
れらに関する資料を中心に明らかにする。 
 
 

② “画賛の交流―狩野探幽筆三教図の朝鮮人賛者について―” [片山真理子] 

  

建仁寺霊洞院が所蔵する狩野探幽筆三教図には二人の朝鮮人の手になる賛があり、賛者のひ
とりは釜山府使であり、もう一人は大司諫という朝鮮王の側近を勤めた人物であり、ふたりと
も日本に来日していない文臣である。この三教図は日本から対馬を通じて朝鮮釜山へ渡り、朝
鮮で賛を得て再び日本へ戻ってきたと考えられる例である。作品の見直しと対馬の宗家文書や
韓国での人物調査を行う、実証を試みるものである。 
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 ③ “日本の近世国語辞書に見られる朝鮮語” [平井吾門] 

  江⼾時代の日本における朝鮮語教育や、朝鮮語が市井に紹介されていた実態については、多く
の研究成果が世に問われてきた。一方で、朝鮮語研究や両国交流史の中で進められてきた研究に
対して、周辺分野からの積極的な関連付けや批判的検証等依然として取り組むべき余地も多い。
ここでは、小倉進平氏が『国語及朝鮮語のため』で示した「国語朝鮮語の語彙⽐較研究資料」を
参考にしつつ、辞書研究の立場から、江⼾時代の日本の代表的な国語辞書『倭訓栞』の中に見ら
れる朝鮮語を調べ直し、その意味を解き明かしていきたい。特に、サンプル調査を全数調査に拡
張し、辞書の特性や成立過程論と照らし合わせながら、「日本の国語辞書を作成する」という意
識のもとで進められた編纂作業において、朝鮮語や朝鮮関係の知識がどのように取り込まれ、或
いは削除されてきたのかを考えていくものである。 
 
 

④ “17~19世紀の朝鮮と江⼾における植物交流史” [金美眞] 

17〜19世紀の朝鮮と江⼾における本草と園芸の接触の様相を考察し、両国の植物交流史を見
据える。具体的には二つの視点から本研究を進める。第一は、本草用と園芸用植物の交流の様相
についてである。17世紀初頭、朝鮮通信使によって朝鮮の植物が日本に渡ってきた。18世紀前半
には、徳川吉宗政権の薬材政策により、一層積極的に朝鮮の薬草木を日本に持ち込むようになる。
第二は、朝鮮の本草と園芸関連書籍の交流の様相についてである。江⼾時代に刊行された考証随
筆には、朝鮮の本草学と園芸学の書籍が頻繁に引用されている。このような書籍の交流を通して、
17〜19世紀の朝鮮と江⼾両国における植物関連知識の交流の様相を調べることができるであろ
う。 

 

3) 近世日韓における思想文化の⽐較研究 

① “前近代日韓における経済・商業の様相と文化・文学” [染谷智幸] 

日本の江⼾時代と韓国の朝鮮時代後期における経済状況、特に商業の展開を見ることによっ
て、経済・商業の原初的展開に何が問題になっていたのかを考える。と同時に、その経済・商業
が文化・文学をどう育んでいたのかを考える。現代において、行き過ぎたグローバリズムを修正
するために、地域や個人・小集団で様々なローカリズムが展開し始めている。本研究が見据える
江⼾時代や朝鮮時代の環境と調和した経済状況は、その現代の動きに様々な示唆を与えるはず
である。 
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② “日韓儒学者の老子読解に関する考察” [趙ウニル] 

韓国の朝鮮時代と日本の江⼾時代の学問の中心には儒学者がいた。一方、周知のように、彼ら
は儒学の書物だけでなく、道家の書物も知識の糧とした。このような認識を背景に、本研究は朝
鮮と江⼾時代の儒学者が『老子』という書をどのように読み取ったのかについて注目する。具体
的には、主要なテーマを選択し、栗谷李珥の『醇言』、⻄渓朴世堂の『新註道德經』、林羅山の
『老子鬳齋口義』、宇佐美灊水の『老子道徳真経』などに見られる各儒学者の老子に関する見解
を調べ、その違いや関連性などを把握することを目的とする。 
 
 

③ “東アジアにおける歳時記の⽐較研究” [山田恭子] 

東アジアでは古代中国の影響によって二十四節気、七十二候が広く伝わり、暦として用いられ
た。月令などもその影響の一つである。それらは日韓では各々の歳時記としても発展した。暦に
ついては日本では唐の宣明暦から明の「大統暦」への改変の気運の中、元の郭守敬らが作成した
授時暦を研究し、大和暦である貞享暦へ、一方、朝鮮では明の「大統暦」から清の「時憲暦」へ
と変化した。また歳時記については日本では儒学者であり本草学者である貝原益軒の甥である
貝原好古が中国の『荊楚歳時記』を参照し『日本歳時記（1688）』を編纂した。一方、朝鮮では
洪錫謨の『東国歳時記（1849）』が有名である。これらの歳時記の内容について整理し⽐較を試
みたい。 
 
 
 
 
 




